
講師：ルイス智子
（Palliative care nurse specialist)

本セミナーでは，英国の急性期病院 Royal Preston Hospital に勤務し、Palliative care nurse 
specialist として活躍中のルイス智子講師をお迎えしました．入院しているがん、非がんを問わず致命的
な病気の診断を受け、余命が限られている患者に対する緩和ケアについて， Lancashire Teaching 
Hospitals NHS Foundation Trustで現在実践されている看護について学びます．
英国地方都市の状況から大阪における緩和ケアについて考える機会となれば幸いです。

なお，本セミナーは「地域包括ケアシステムを支える人材育成とネットワーク形成によるシナジーモデ
ルの構築」の助成を受けて実施します．

主催：大阪府立大学 NS-Coプロジェクト

お申し込み 件名を「10月28日講演申込み」として
①お名前 ②ご所属 ③職種 ④電話番号をご記入の上

下記アドレスまでＥメールにてお申し込みください。

ns-co@nursing.osakafu-u.ac.jp
いただいた個人情報は、本プロジェクト事業の運営以外の
目的では使用しません。

日時： 2016.10. 28(金) １６：１５ ～ １７：４５

場所： 大阪府立大学 羽曳野キャンパス （地下１階 Ｂ２０１教室）

対象： 看護職，教員，

大学院生，看護学生

定員：100名（先着順）

参加費： 無料

NS-Coプロジェクト 地域包括ケア国際セミナーⅠ

公共交通機関をご利用ください．

Preston  ◍

Lancashire Teaching Hospitals NHS 
Foundation Trust provides 
healthcare for people in the 
Preston area and surrounding area 
in northwest England. The trust 
runs Royal Preston Hospital on the 
northern outskirts of the city in the 
Fulwood area and Chorley and 
South Ribble District General 
Hospital.


